
  

改 善 箇 所 説 明 図 

識別：銀色のシールをモデルナンバープレートの右横に貼り付ける。 

注：             は、交換部品を示す。 

改善の内容 

全車両、ＡＢＳアクチュエータの製造番号を確認し、対象の場合は当該ＡＢＳアクチュエ

ータを良品と交換する。(平成 29 年 2 月上旬予定) 

基準不適合発生箇所 

ＡＢＳアクチュエータにおいて、ギヤポンプ内部のオイルシール成形時の温度管理が不

適切なため、オイルシールの硬度が低くなっているものがある。そのため、オイルシール

にブレーキ液が浸透してシール性能が低下し、そのまま使用を続けると、ブレーキ液がア

クチュエータ内部に漏れ、電気基板に浸入すると、システム異常となりＡＢＳおよびＶＤ

Ｃ警告灯が点灯して機能が停止し、最悪の場合、電気回路がショートして火災に至るおそ

れがある。 

ＡＢＳアクチュエータ 
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